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調査報告の作成にあたって
本調査でのテーマは、人口移動､地域意識、戦争体験を予定していた。人口移動については、
昭和19年（1944年）実施された「満州開拓移民」と漁業出稼ぎ、地域意識に関しては、部落間
対立意識、戦争体験は、沖縄戦との関わりで調べることにした。
そして、実質3日間の調査期間内に、那間、立長、麦屋（東区、西区)、朝戸、茶花部落で、
9名の方から、単独で聴きとり調査を実施した。
ところが、調査報告を作成するにあたって、自ら課したテーマを展開するには、あまりにも
資料が乏しく、内容の希薄なものとなっている。今後、調査を継続することによって所期の目
的を達成したいと考えている。
「満州開拓移民」に関しては、その戦争体験を含めて聴き取ることができた。しかしながら、
その戦争体験の部分については、それを公表するにあたって、まだ時期尚早という判断にいた
って、「満州開拓移民」を全面的に削除した。与論島では、戦争体験を語り継ぐという点で、
地上戦闘に巻き込まれた沖縄ほどの深刻さがこれまでなかったがゆえに凄惨を極めた戦争体験
を語り継ぐ土壌が形成されていないように見受けられた。いずれ「与論島を出た民の歴史」と
して記録されなければなるまい。
1．与論島における糸満漁業の方式
聴きとり相手福氷保蔵（大正6年生）
与論島での漁業は、麦屋地域がその中心でした。特にその中でも、真正部落が中核でした。
だから、他の地域では、漁が普及していない頃から、この地域では、魚の干物が軒に並んだり、
魚料理の臭いが屋敷にたちこめるので、他部落住民からは異臭が放っていると言われてきまし
た。
私は34～35歳まで、追い込み漁業に従事しました。その漁法は、糸満で習得してきた技術で
す。
私は、小学校を卒業して、昭和12年に徴兵検査を受ける時まで、漁師生活を続けていたが、
その後、昭和20年までは中断しました。それまで、糸満で1年働いたり、四国や長崎の五島方
面にまででかけました。それは、当時糸満で大きかった大城組、若松組の組員として漁をして
いる時です｡大城組は､少ない時に32～33人から多い時に44～45人ほどいました。
組合の形成は、親方はクリ舟の一隻とスクイ網ひとつ持ち、そして次に「トモ乗り」とか「ド
ウグムチヤー」といって、ケタ網の2ケタ、3ケタ位ずつとか、クリ舟1隻ずつを持ちよって、
5～6隻、大きい組合になると10隻位まで集めて一つの組合（舟団）を構成する、いわば株式
みたいにするのです。そして、一人の「トモ乗り」が、5～6人ほどの労力だけを提供する漁
師を募集する。かれらがより集まって、ふくろ網を持っている親方の下に集まるという形であ
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親方になれるのは、単に財力だけでなく、海を良く知った人でなければならない。つまり、
潮の干満をよく考えて、網を入れるとか、良くとれる場所を知っているとか、漁獲量が多くな
ければ、組合員はついてこないことになる。
私が追い込み漁業に従事していた頃、与論島には3つの組合が存在していた。魚を陸揚げす
るには、風向きによって、茶花とか仲兼久に揚げていた。
ひとつの組合に、15～16人の女性が､魚を売りさばく要員として付いている。だが彼女らは、
組合員ではなく、かれらと対等の関係にある。
親方が、きょうの魚は何銭売りというようにその日の相場を決めていた。女性一人で、多い
人は70～80斤、普通50～60斤も頭上運搬によって、各家庭を歩きまわり、売り捌く方法をとっ
ていた。
カミアチネー（頭上運搬による行商）の女性が、25斤はかりで、1はかりとか2はかりかけ
て下さいと言うと、1はかりにつき5斤が、その女性の手数料になる。魚が売れない時は、安
くしてでも、売り捌かねばならない。その時は自分の儲けが減るということになる。1はかりで
25斤分の代金はどうしても組合に納めなければならない。
はかり係は、5日なら5日交代でその間は、自分の胸三寸で、はかりをかける。
組合のことを考える人は、オマケをしないで、きっかりとはかりをかける。女性にもうから
してやろうと思う者は、25斤のところを30斤もかけてやる。日頃、女性によくしておけば、漁
に出れない時などには、酒でもおごってもらうことになる。
はかりをかける係は、親方やトモ乗り以上に働いている連中にさせているから、あまり文句
を言わない。だが、たまには、「お前達が、魚をかけていると、魚の量が減ってしまう」と言
って、親方やトモ乗りが、交代して、魚をかけると、女性の儲けが、減ってしまうので、かれ
らは、女性達からきらわれることになる。
彼女らは、60斤～100斤近くの魚を朝11時頃から、夕方、暗くなるまで、小走りに、売りまわ
るから、相当難儀な仕事だった。
親方の配当は、12～13人分、トモ乗りの方は、5～6人分の配当をもらっていた。
与論から、沖永良部、徳之島、奄美大島、四国、五島方面に行く時は、5～6ヵ月はいや
でも応でもくっついてまわらねばならない。組合の中に、現金係、小遣係、帳簿係の3名を配
置して、解散する前に、配当金を支払うしくみになっていた。その間、金が入用な場合には、
組合の小遣係から借りる。
帳簿係は、浜売り台帳という帳簿を持っていて、各女性のはかり分を記入して、毎月の売り
上げを現金袋ごと預かり、5日間ごとに現金係へ計算して納める。
女性は、より多く売れる地域をつかみ、自分の得意先を作っていくが、人の縄張りに入って
も、女性同士ケンカになるということはなかった。
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2．地域意識の一例
聴きとり相手一滝持生（大正6年生）
昭和20年以前までは、グスク方面は士族の出、麦屋方面は平民の出ということで、地域意識
の差というものがあった。
言葉そのものに差はほとんどないが、麦屋の人から、グスク部落の人に対しては敬語を使う
のがならわしだった。例えば、男性に対しては、滝ウフスーというように、呼ばないと相手は
不気嫌になるのが常だった。麦屋では滝ウフと呼んでいた。アンサーリとか、～デービルと
いう丁寧語をグスクの人には使わなければ、女性でも不気嫌になった。したがって、当然、婚
姻の場合でも、グスクの女性が、麦屋の男性と結婚しようとすると、その女性の両親は、ムギ
ャバルーンジャバルには嫁をやらん、という言いかたをしていた。
しかし、また麦屋の中でも、50年程前までは、30軒ほどから成る真正部落は、小集落だが、
部落の結束が強く、部落内結婚を特徴としていた。そして「あそこはマショーバルだから」と
いう言いかたが使われ、特殊視するムキがあった。戦後は、以上の事例はみられない。
3．沖縄に対する意識
聴きとり相手一町春、ルミ子。滝持生、児玉政徳、沖智里
沖縄、沖永良部、徳之島、奄美大島、鹿児島という地域名を並べてみた場合、与論と一番近
い感じのする地域は、沖縄である。それは言葉のうえからも身近かに感じるし、盆、正月やい
ろいろな行事のなかでも、沖縄の踊りを与論のものとして取り入れている。
テレビも沖縄からの電波で観ているし、ハタ織り中の女性達は、一日中、沖縄のラジオ放
送で、琉球民謡などをたのしんでいる。
特に甲子園球場での高校野球のときには、最近連続して出場していた沖縄代表の豊見城高校
に対して熱狂的に応援して、鹿児島県代表はそっちのけといった状態である。これは老いも若
きも男性も女性も一様にそうである。それほど、与論では沖縄の方に傾いているといえる。
国頭の奥部落との関係は、戦前からいろいろな取引の場所だったから、そこに知人を持って
いる人が、与論には多い。また、糸満とは漁業関係で深いつながりがあり、知人、親類縁者も
多いので、沖縄が、日本復帰する前までは、パスポートなしで、クリ舟で、かれらに会いに行
くことがしばしばあった。沖縄に対しては、それほど、距離的にも身近かに感じる。
4．与論島での戦争体験一沖縄戦との関わりで－
聴きとり相手福氷保蔵（大正6年生）
私は昭和20年（1945年)、アメリカ軍が沖縄へ上陸した頃、与論島の防衛隊第2小隊第3分
隊長として、麦屋地区を担当していました。
その年の5月末頃、長雨が明け始めた頃、沖縄の方からクリ舟に乗った日本兵が、上陸する
ようになりました。茶花地区にも上陸しておりますが、私の担当していた麦屋地区に一番多く
入ってきております。
－122－
私が最初に接触したのは、5人でした。下士官の曹長、伍長、軍曹に伊計島の漁師2人でし
た。麦屋地区の海岸の浜の岩の下に監視人を夜、昼置いていたところ、私のところに防衛隊員
が5人を連れてきたのです。
その日本兵が言うには「国頭地区の宇土部隊長からの命令で、徳之島駐屯の部隊長に戦況を
報告する秘密文書を持ってきた」と言うことでした。私が、与論島の駐屯部隊小野隊長に連絡
をつけました。すると小野隊長は「隊自体では、食糧のめんどうも舟の修理もできんし、まし
てや自分達力輔之島まで連絡することも出来んから、あんたの方で送り出してくれ」という命
令を下しました。
それから私はとり急ぎその準備にとりかかりました。しかも、朝方に着いたかれらをその日
の晩には送り出さなければなりません。昼はアメリカ軍機がどんどん空襲するスキをついて、
水力浸入する部分を修理し、真正（ましよう）部落の国防婦人会にカライモを煮させてかれら
に食べさせたりしました。そして、イモと魚やミソを持たせて、「早く行きなさい」と言って
送り出しました。曹長が私に挙銃の弾30発位わけてくれました。かれらが、徳之島に着いたか
どうかはわかりません。
伊計島の漁師2人は、与論の知人の家に逃げるようにして行き、1人は1年近くそこで暮し
ました。もう1人は、与論へ来る途中、空襲を受けた時、負傷した傷が治らず死亡しました。
機銃弾は、クリ舟にも2カ所、穴をあけていました。
かれらは、ヤンバルで日本兵に「舟をこがなければ、たたつ斬ってしまう」と脅かされて、来
たのだと言っていました。だから、ここに来てからは「もう日本兵と一諸には行かない」と言
って、かれらとの同行を拒否しました。
その後、沖縄からどんどんクリ舟で日本兵が入り込んできました。麦屋地区だけでも30数名
は上陸しています。
二度目は、4人組を私が直接浜から警備隊長の下へ連れて行き、引き渡たしたところが、隊
長はかれらを敗残兵と見抜いたのか、追い返えしてしまったのです。私が夜、監視をした日だ
ったので、昼家で寝ていたら、まだ寝つかん内に、こそこそ足音がするもんだから起き上って
みたら、その兵隊さん達でした。私が魚を取ってきてオカズにしておいたものとカライモを2
個ばかり残していたものをナベのふたをあけてかっぱらって出ていく所を目撃したのです。
私も兵隊上りで、元下士官だったから、うしろから追いかけて行き、追いついたところで､｢お
まえが難儀してきたとか腹がへっているということはよくわかる。だがだまって入って来て、
だまって取って、だまって出て行くということは、おまえ常識はずれだ。軍人がそんなふうな
ことではなっておらん./」と私が、目玉ひからして叱ったもんだから、「すみません」と言っ
て頭を下げました。私は「すみませんで、それが通るというものか、沖縄でもこんな事をして
きたんだろう./おまえは」と思い切り叱り、「あるものは、あげてやるけれど、そんなにだま
ってその辺を荒すことが2度とあるならば許さんから」と叱ったことが一度ありました。
警備隊長は、沖縄からの兵隊に「もう取り合ったらいかん」と言って、沖縄の方に向かって
つつ返えしました。「乗ってきた舟からかえりなさい。おまえ達は、軍人の本分を果たしてお
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らん。死ぬなら、むこう（沖縄）へ行って死になさい」と言って、その後は、もう、追い出し
でしたよ。
ところが、私の部落の浜から追い返えされたら、今度は、現在の百合ガ浜の方にまわってい
って、そこから島にあがり、防潮林の木麻黄の間に身を隠しながら、その附近の民家を荒しま
わりました。その被害を受けた人が、敵機の来襲中弾がどんどん落ちて来る中を擬装して、走
って来て「リモウ部落は敗残兵が荒しているから、あれをなんとかしてくれ」と言うことでし
た。それで私は、防衛隊員12人を連れて、空襲の激しいときでしたがそこへ出向きました。
敗残兵はちょうど「こうだ」さんの家にあがり込んでいるところでした。軍服は着てなくて、
女の着物を、まるで芝居するのと同じような格好しているのです。それで私はかれらを部隊本
部に引っぱって送り届けました。私の責任は、むこうに送りさえすれば終りですから、後はど
うなったかわかりません。
